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(考察) 
 著者は、文化遺産を保護するに当たって地域遺産制度は、多様な住民団体が、それぞれの価値観
に基づいて文化遺産を遺していく（たとえ学術的・客観的裏付けがなくても）ことを担保し、また、
人口規模が小さく文化財保護に関する計画策定の経験がない自治体でも、地域遺産を景観計画に組
み込むことで、管理の実効性を高めていることを明らかにした。景観計画に地域遺産を組み込むこ
とは、景観重要樹木や景観重要建造物の指定に、住民団体の価値観に基づく評価を反映させること
を可能とし、地域社会全体と文化遺産をつなげているともいえる。地域遺産の実績がみられた遠野
市では、地域での活動経験を有する地域団体が、行政とのコミュニケーションおよび身近な文化遺
産に対する認識を、それまでの活動経験から得た結果、継続的な地域遺産の推薦および管理に取り
組めるようになったといえる。 
 このようにして著者は、文化遺産を保護するに当たって、規模の小さい自治体であっても地域遺
産制度は多様な住民団体の関与を促し、その価値観を実現させる役割を果たしうることを明らかに
している。 
著者は、景観計画の中で地域遺産の位置づけを明確に示すことと、従来ある住民団体への働きか
けを行うことによって、文化遺産保護の実効性を高めることが可能になると結んでいる。 
  
審査の結果の要旨 
(批評) 
 近年、文化財の保護に当たっては、地域独自の取り組みや住民の参加の重要性が指摘されている。
こうした動向を実現させるような国の取り組みもみられるが、住民参加の実績は多くないのが現状
であり、その仕組みの在り方を検討することが求められている。本研究は、地域社会独自の評価に
基づいて遺すべきものを認定し、残していくことを目的とした地域遺産制度を対象に、その役割と
成果を明らかにしたものである。住民個人の推薦を受け付けている自治体もあるが、文化遺産の保
護の実効性を考えると、推薦から管理まで住民団体が関わる方が望ましく、その仕組みとして景観
計画に地域遺産を位置付けることで、それまで文化財保護などの実績が少ない自治体でも継続して
取り組んでいけることが示された。これにより、地域独自の評価に基づく地域遺産の保護を、地域
社会全体の計画に反映させることができるといえる。また、制度設定だけでなく、行政から地域で
の活動経験ある住民団体への働きかけも行うことで、保護の実効性がより高められることも示した
 -４
ことは高く評価できる。 
 
 
平成３０年８月３１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
